
概

ことにより、社会に有

施

為な人材 18,246

策

18,756 16,0

名

81 22,418
の育

幼

成に資するとともに、

児

教育の機会均等に寄与

教

する
②ことを目的とす

育

る。

令和　７年度の優

・

先度

③1 　□ Ａ　　

小

　 □ Ｂ　　　 □

中

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

学

今後の制度の継続性を

校

考慮し、新規貸与者に

教

ついては予算の範囲内

育

で募集定員の上限を設

基

け、選考委員会を設置

本

■ 計画どおり   

目

令和　５年度 した。応

標

募者が上限以内であっ

未

たが選考委員会にて審

来

査基準に基づき選考を

に

行い、申請者全員が承

つ

認された。ま
□ 遅延

な

         
の

ぐ

評価 た、滞納者には毎

人

月の督促を実施し、返

材

済を促すことにより、

を

返済につながったケー

育

スもある。
□ 進展な

む

し     

■ 維持

ま

　□ 拡大 今後も制度

ち

の継続性を図るため、

要

返還金の歳入額の範囲

施

で貸与が行えるよう、

策

適正な審査のもと選考

の

を行ってい
事業区分 □

目

 自治事務   □ 

的

法定受託   □ そ

豊

の他
今後の方向性 □ 

か

縮小　□ 改善 く。ま

な

た、滞納者には引き続

感

き毎月の督促を実施し

性

、連帯保証人も含め個

と

別に連絡をしていく。

確

（改善措置等）□ 休

か

止　□ 終了
計画対象

な

■ 実施計画査定対象

学

  □ 行政改革対象

力

 
□ 廃止　　　　 

を

※決算額については、

も

端数処理により、他資

つ

料の決算額と差異が生

、

じている場合もありま

心

す。

身ともに健康な子ども

No. 事

を

務事業名 活動内容 コス

育

ト（事業費：千円）

特

成

別支援学級指導員配置

す

事業 令和　４年度 令和

る

　５年度 令和　５年度

こ

令和　６年度 令和　４

と

年度 令和　５年度 令和

。

　５年度 令和　６年度

施

活動指標名 単位
実績 計

策

画 実績 計画 決算 当初予

の

算 決算 当初予算
全体事

方

業概要
①

特別支援学級

向

指導員の配 人 17 18

小

18 19
特別支援学級

中

における児童生徒の指

学

導に支障のないよ 置人

校

数
う、特別支援学級設

に

置校の6校に支援員を

お

配置し、一 40,23

け

0 44,438 44,

る

001 55,639
人

教

一人に目の行き届いた

育

きめ細かい教育を実現

力

する中
②で、特別支援

の

教育の充実を図る。

令

向

和　７年度の優先度

③

上

2 　□ Ａ　　　 □

小

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

中

　　 □ Ｄ　

令和5

学

年度は北上小学校に特

校

別支援学級（知的）を

に

開設し指導員を1人増

お

員した。特別支援教育

け

の充実を図った。
■ 

る

計画どおり   
令和

教

　５年度
□ 遅延  

育

       
の評価

力

□ 進展なし    

を

 

□ 維持　■ 拡大

向

令和6年度は錦田中学

上

校に特別支援学級を開

す

設し、特別支援学級指

る

導員を1人増員する。

た

今後も、児童生徒一人

め

一
事業区分 □ 自治事

に

務   □ 法定受託

、

   □ その他
今後

新

の方向性 □ 縮小　□

型

 改善 人に目の行き届

コ

いたきめ細かい教育を

ロ

目指し、特別支援教育

ナ

の充実を図る。
（改善

ウ

措置等）□ 休止　□

イ

 終了
計画対象 ■ 実

ル

施計画査定対象  □

ス

 行政改革対象 
□ 

感

廃止　　　　 

染症対策を行い、方法を工夫しながら事業を実施した。
■ 計画どおり   

令和　５年度 学力向上研修会では、主体的・対話的で深い学びの実現のために方策を探るとともに、GIGAスクール推進に係るタブレットの効果的な活用方法を検討した。また、不登
□ 遅延         

の評価 校児童生徒問題を喫緊の課題ととらえ、ケース会議を実施し、支援の手立てを指導した。さらに教職員の育成事業として、若手教員の教育力向上を目指し、ニーズに応
□ 進展なし     

じた研修会の企画、運営を行った。
■ 維持　　　　 これまでどおり、心の教育を柱として推進するとともに、確かな学力の育成、生徒指導・特別支援教育の充実、安全教育に焦点を当てた「命の

1

教育」の推進を図って

頁

い

今後の方向性 □ 拡

令

大　　　　 く。また

和

、三島市教育振興基本

 

計画をもとに、事業を

5

実施することを通して

年

、小中学校の教育力の

度

向上を図る。

（改善措

　

置等） □ 縮小　　　

　

　 さらに、「令和の

事

日本型学校教育」の姿

務

である「全ての子供た

事

ちの可能性を引き出す

業

「個別最適な学び」と

評

「協働的な学び」の実

価

現」に向け、ＧＩＧＡ

表

スクール構想を
□ 改

（

善　　　　 推進し、

個

教員のＩＣＴ活用指導

票

力の向上を図る。

） 課名 教育推進部学校教

No. 事務事業名

育

活動内容 コスト（事業

課

費：千円）

三島市育英

作

奨学金貸付事業 令和　

成

４年度 令和　５年度 令

日

和　５年度 令和　６年

令

度 令和　４年度 令和　

和

５年度 令和　５年度 令

　

和　６年度
活動指標名

６

単位
実績 計画 実績 計画

年

決算 当初予算 決算 当初

　

予算
全体事業概要

①
奨

８

学金の貸付人数 人 45

月

36 36 46
経済的理

　

由により修学に困難が

１

ある生徒又は学生に対

日

し、学資の貸与を行う



概

数
外国語活動３５時間

施

に対応するため、外国

策

語指導助手 13,78

名

0 14,094 13,

幼

428 0
（ALT）を

児

配置し、外国語科及び

教

外国語活動の充実を
②

育

図る。

令和　７年度の

・

優先度

③3 　□ Ａ　

小

　　 □ Ｂ　　　 

中

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

学

　

令和2年度から小学

校

校外国語科・外国語活

教

動が全面実施となり、

育

外国度指導助手(AL

基

T）を3人雇用し、外

本

国語及び
■ 計画どお

目

り   
令和　５年度

標

外国語活動の充実を図

未

った。
□ 遅延   

来

      
の評価

□

に

 進展なし     

つ

■ 維持　□ 拡大 引

な

き続き、外国度指導助

ぐ

手(ALT）を活用し

人

、外国語及び外国語活

材

動及び国際理解教育の

を

充実を図っていく。
事

育

業区分 □ 自治事務 

む

  □ 法定受託  

ま

 □ その他
今後の方

ち

向性 □ 縮小　□ 改

要

善 外国語指導助手事業

施

に統合。
（改善措置等

策

）□ 休止　□ 終了

の

計画対象 ■ 実施計画

目

査定対象  □ 行政

的

改革対象 
□ 廃止　

豊

　　　 

※決算額につ

か

いては、端数処理によ

な

り、他資料の決算額と

感

差異が生じている場合

性

もあります。

と確かな学力をもつ、心

No. 事務事業名 活動

身

内容 コスト（事業費：

と

千円）

学校支援員配置

も

事業 令和　４年度 令和

に

　５年度 令和　５年度

健

令和　６年度 令和　４

康

年度 令和　５年度 令和

な

　５年度 令和　６年度

子

活動指標名 単位
実績 計

ど

画 実績 計画 決算 当初予

も

算 決算 当初予算
全体事

を

業概要
①

学校支援員へ

育

の研修 回 2 2 2 2
低学

成

年時における円滑な集

す

団生活への適応を支援

る

する
ため、また、特別

こ

な支援を必要とする児

と

童・生徒を援 73,8

。

09 90,296 78

施

,886 106,90

策

2
助するため、学校支

の

援員（看護師・介助員

方

を含む）を
②配置する

向

。
 令和　７年度の優

小

先度

③4 　□ Ａ　　

中

　 □ Ｂ　　　 □

学

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

校

普通学級に在籍する医

に

療的ケアや特別な支援

お

を必要とする児童を支

け

援するため、看護師4

る

人、介助員2人を配置

教

し
■ 計画どおり  

育

 
令和　５年度 た。合

力

せて60人の学校支援

の

員を任用し、小学校1

向

年生や低学年における

上

円滑な集団生活への適

小

応支援や多人数の
□ 

中

遅延        

学

 
の評価 学級や普通学

校

級に在籍する特別な支

に

援を必要とする児童・

お

生徒を援助を行った。

け

□ 進展なし    

る

 

■ 維持　□ 拡大

教

看護師の配置について

育

は、医療的ケア児及び

力

その家族に対する支援

を

に関する法律により定

向

められたため、適切に

上

事業区分 □ 自治事務

す

   □ 法定受託 

る

  □ その他
今後の

た

方向性 □ 縮小　□ 

め

改善 対応していく。小

に

中学校の通常学級に在

、

籍する特別な教育的支

新

援を必要とする児童生

型

徒は、年々増加傾向に

コ

あり
（改善措置等）□

ロ

 休止　□ 終了 、学

ナ

校支援員の増員が必要

ウ

となっているので、今

イ

後も支援員の確保と質

ル

の向上に努めていく。

ス

令和6年度は60人
計

感

画対象 ■ 実施計画査

染

定対象  □ 行政改

症

革対象 
□ 廃止　　

対

　　 の支援員を雇用

策

する。（看護師は看護

を

師配置事業へ移管）

行い、方法を工夫しながら事業を実施した。
■ 計画どおり   

令和　５年度 学力向上研修会では、主体的・対話的で深い学びの実現のために方策を探るとともに、GIGAスクール推進に係るタブレットの効果的な活用方法を検討した。また、不登
□ 遅延         

の評価 校児童生徒問題を喫緊の課題ととらえ、ケース会議を実施し、支援の手立てを指導した。さらに教職員の育成事業として、若手教員の教育力向上を目指し、ニーズに応
□ 進展なし     

じた研修会の企画、運営を行った。
■ 維持　　　　 これまでどおり、心の教育を柱として推進するとともに、確かな学力の育成、生徒指導・特別支援教育の充実、安全教育に焦点を当てた「命の

2

教育」の推進を図って

頁

い

今後の方向性 □ 拡

令

大　　　　 く。また

和

、三島市教育振興基本

 

計画をもとに、事業を

5

実施することを通して

年

、小中学校の教育力の

度

向上を図る。

（改善措

　

置等） □ 縮小　　　

　

　 さらに、「令和の

事

日本型学校教育」の姿

務

である「全ての子供た

事

ちの可能性を引き出す

業

「個別最適な学び」と

評

「協働的な学び」の実

価

現」に向け、ＧＩＧＡ

表

スクール構想を
□ 改

（

善　　　　 推進し、

個

教員のＩＣＴ活用指導

票

力の向上を図る。

） 課名 教育推進部学校教

No. 事務事業名

育

活動内容 コスト（事業

課

費：千円）

小学校英語

作

活動推進事業 令和　４

成

年度 令和　５年度 令和

日

　５年度 令和　６年度

令

令和　４年度 令和　５

和

年度 令和　５年度 令和

　

　６年度
活動指標名 単

６

位
実績 計画 実績 計画 決

年

算 当初予算 決算 当初予

　

算
全体事業概要

①
授業

８

力向上のための学級 学

月

級 19 19 19 19
小

　

学校５・６年生の外国

１

語科７０時間、３・４

日

年生の 訪問をした学級


